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■
投
票
で
き
る
人

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
、
引
き
続

き
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
宇
陀

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人①
平
成
12
年
４
月
23
日
以
前
（
23
日
を

含
む
）
に
生
ま
れ
た
人

②
平
成
30
年
１
月
14
日
以
前
（
14
日
を

含
む
）
に
お
い
て
住
民
票
が
作
成
さ

れ
た
人
、
ま
た
は
転
入
届
を
し
た
人

※
な
お
、
投
票
日
当
日
ま
で
に
市
外
へ
転

出
さ
れ
た
場
合
は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

■
投
票
場
所

　

投
票
場
所
は
入
場
整
理
券
に
表
示
し

て
い
ま
す
。（
指
定
し
た
投
票
所
の
み
で

投
票
で
き
ま
す
。）

※
次
頁
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
第
20
投
票
所
（
総
合
体
育
館
）
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
台
風
の
影
響
に
よ
り

ひ
の
き
坂
方
面
か
ら
上
が
る
階
段
の

復
旧
工
事
が
完
了
し
て
い
な
い
た
め

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

■
投
票
所
入
場
整
理
券

　

今
回
投
票
で
き
る
人
に
投
票
所
入
場

整
理
券
を
世
帯
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

（
世
帯
員
数
が
多
い
場
合
は
別
封
筒
に
な

り
ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

開
封
し
て
中
身
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

　

入
場
整
理
券
は
ご
自
身
の
氏
名
の
記

載
の
あ
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
入
場
整
理
券
が
な
く
て
も
選
挙
資
格

が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
万
が
一
、

紛
失
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
そ
の
旨
を

投
票
所
で
申
し
出
る
か
、
問
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報
の
発
行

　

今
回
の
選
挙
か
ら
選
挙
公
報
（
候
補
者

の
氏
名
や
政
見
等
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
）

を
発
行
し
ま
す
。
市
内
全
戸
配
布
し
ま
す
。

ま
た
市
役
所
や
各
地
域
事
務
所
に
備
え
つ

け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
等
で
投
票

所
に
行
け
な
い
人
は
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。
入
場
整
理
券
を
お
持
ち
の
う
え
、

期
日
前
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
入
場
整
理
券
の
裏
面
に
期
日
前
投
票

宣
誓
書
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
日

前
投
票
を
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
宣

誓
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お
持
ち

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
の
期
間

　

４
月
16
日
（
月
）
～
21
日
（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

◆
期
日
前
投
票
の
場
所

　
○
宇
陀
市
役
所
１
階
ふ
る
さ
と
テ
ラ
ス

　
○
各
地
域
事
務
所

※
入
場
整
理
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も

投
票
で
き
ま
す
。

※
期
日
前
投
票
は
ど
の
投
票
所
で
も
投

票
で
き
ま
す
。

■
代
理
投
票
、
点
字
投
票

　

身
体
が
不
自
由
で
あ
る
な
ど
の
事
由

に
よ
り
自
ら
投
票
用
紙
に
候
補
者
名
等

を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
第

三
者
の
立
ち
合
い
の
も
と
代
理
人
が
選

挙
人
に
代
わ
っ
て
記
載
し
ま
す
。
ま
た
、

目
が
不
自
由
な
人
は
、
点
字
を
用
い
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

代
理
投
票
、
点
字
投
票
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
投
票
所
で
そ
の
旨
を
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

宇陀市長選挙及び
　宇陀市議会議員選挙
４月22日(日)　〈告示日：４月15日（日）〉
午前７時～午後８時投票時間

投 票 日

４月 22 日（日）　午後 9 時開始（予定）
宇陀市総合体育館（榛原萩原）開　票 市選挙管理委員会【市役所総務課内】

（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）

今回から、選挙公報を発行します。
大事な選挙です。候補者の情報や
政見を知り、投票に臨みましょう。

　
市
、
そ
し
て
市
民
の
代
表
者
を
選
ぶ
こ
と
は
、
あ
な
た
の
ま
ち
の
未
来
、

生
活
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。
18
歳
、
19
歳
の
方
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
市

政
選
挙
。
大
切
な
一
票
。
皆
さ
ん
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
は
同
時
に
行
い
ま
す
。
ま
ず
、
市
長
選
挙
の
投
票
を
、
そ
の
次
に

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
当
選
さ
せ
た
い
候
補
者
1
名
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

～あなたの一票で市政が変わる未来の宇陀市を
　　　　　　　　　決めるためみんなで投票しましょう！～
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投票区 投票所の名称 投票区の区域

大
宇
陀
地
域

第 1 宇陀市文化会館 万六、出新、上新、中新、上、小出口、黒木、中庄、拾生、本郷、宮奥、
下宮奥、関戸、大東

第 2 西山川向地域交流センター 上中、上本、上茶、下茶、下本、下中、下出口、迫間、春日、西山、岩室（内
垣内・五十軒）、下竹

第 3 大宇陀人権交流センター 岩室（北谷）、小附（二区・三区）

第 4 のより農村ふれあいの館 小附（一区）、嬉河原、芝生、半阪、馬取柿、麻生田、内原、口今井、野依、
平尾、五津

第 5 旧守道小学校 岩清水、調子、塚脇、藤井、才ケ辻、守道、山口、白鳥居、上品、下品、和田、
小和田

第 6 田原区集会所　※ 牧、栗野、田原、上片岡、下片岡、東平尾、大熊

菟
田
野
地
域

第 7 中央公民館菟田野分館（いきいきホール） 古市場、松井、岩﨑
第 8 平井地区集会所 平井、見田、大澤、大神、別所
第 9 旧菟田野宇賀志地区体育館 稲戸、駒帰、佐倉、宇賀志
第 10 菟田野東部地区研修指導施設（下芳野集会所） 東郷、入谷、下芳野、上芳野、岩端

榛 
原
地
域

第 11 駅前公民館（旧榛原公民館） 福地（五月ヶ丘を除く）、萩原（東町・稲荷・新町・宮本・菟田川・駅前・
新駅前・富士見ヶ丘）、萩乃里

第 12 上の町コミュニティセンター 萩原（墨坂・新吉田・福田・上町・口田辺・鳥見町）、桜が丘
第 13 大和富士ホール 赤瀬、長峯、天満台西１～４丁目
第 14 天満台東交流センター 戒場、山辺三、額井、天満台東１～４丁目
第 15 農林会館 下井足、篠楽、雨師、上井足、足立、安田、笠間
第 16 伊那佐体育館（旧伊那佐小学校体育館） 池上、高塚、福西、栗谷、比布、石田、山路、大貝、澤、三宮寺、母里
第 17 檜牧甲公民館 自明、桧牧、荷坂
第 18 たかぎふるさと館 内牧、八滝、諸木野、赤埴、高井

第 19 あかね台コミュニティセンター 萩原（西峠）、角柄、柳、あかね台１～２丁目、高萩台（萩原・下井足の一
部を含む）、榛見が丘１～２丁目（下井足の一部を含む）

第 20 宇陀市総合体育館 福地（五月ヶ丘）、萩原（玉立・小鹿野・小鹿台）、ひのき坂１～３丁目

室
生
地
域

第 21 音楽の森ふれあい館（旧笠間保育所） 小原、上笠間、深野、下笠間
第 22 多田地区公民館（旧多田保育所） 無山、多田、染田
第 23 やまびこホール 向渕
第 24 宇陀市室生振興センター 大野
第 25 三本松集会所 三本松
第 26 西谷地区公民館（旧西谷保育所） 砥取、滝谷、西谷、龍口
第 27 室生生活改善センター 室生
第 28 ふるさと元気村 黒岩、田口元上田口、田口元角川、下田口

※第６投票所については上片岡高齢者人材活用センターから田原区集会所に戻っています。

■
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て

い
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
出
張
な
ど
で
投
票
日
ま
で
他
の
市
町

村
で
滞
在
す
る
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

投
票
用
紙
を
請
求
し
、
滞
在
地
市
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
は
、
投
票
用
紙
の
交

付
等
を
郵
便
に
よ
り
行
う
た
め
日
数
を
要
し
ま

す
の
で
、
手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
（
法
令
に

定
め
る
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
。
左
表
参
照
）

は
、
自
宅
等
で
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
、
投
票
日
の
４
日
前
の
４
月
18

日
（
水
）
ま
で
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

身体障害者手帳
両下肢、体幹、移動機能
の障害 １級・２級

心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸の
障害

１級・３級

免疫・肝臓の障害 １級～３級

戦傷病者手帳
両下肢・体幹の障害 特別項症～第２項症

心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸・
肝臓の障害

特別項症～第３項症

介護保険の被保険者証
要介護状態区分 要介護５

■投票区投票所一覧表
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利用しよう！ 地域の公共交通機関！
  市営有償バス（　　　） 時刻表

停留所名 時刻（内回り）
あきののゆ - 10:15 16:25
大宇陀（道の駅） 7:35 10:25 16:35

||

大蔵寺前 7:41 10:31 16:41
下栗野 7:42 10:32 16:42
千本橋 7:43 10:33 16:43
田原 7:46 10:36 16:46
宇陀菅原神社前 7:47 10:37 16:47
堺垣内 7:48 10:38 16:48
上片岡集荷場前 7:49 10:39 16:49
東平尾口 7:50 10:40 16:50
東平尾 7:52 10:42 16:52
大熊 7:54 10:44 16:54
片岡 7:56 10:46 16:56
白鳥居 7:58 10:48 16:58
守道 8:00 10:50 17:00
上守道 8:01 10:51 17:01
高倉口 8:03 10:53 17:03
万六 8:05 10:55 17:05
大宇陀（道の駅） 8:15 11:05 17:15
あきののゆ 8:21 11:11 17:21

停留所名 時刻（外回り）
あきののゆ 8:50 13:22 17:45
大宇陀（道の駅） 9:00 13:32 17:55

||

片岡 9:10 13:42 18:05
東平尾 9:12 13:44 18:07
大熊 9:14 13:46 18:09
東平尾口 9:16 13:48 18:11
上片岡集荷場前 9:17 13:49 18:12
堺垣内 9:18 13:50 18:13
宇陀菅原神社前 9:19 13:51 18:14
田原 9:20 13:52 18:15
千本橋 9:23 13:55 18:18
下栗野 9:24 13:56 18:19
大蔵寺前 9:25 13:57 18:20
栗野 9:26 13:58 18:21
関戸峠 9:27 13:59 18:22
関戸 9:28 14:00 18:23
大東 9:29 14:01 18:24
万六 9:30 14:02 18:25
大宇陀（道の駅） 9:40 14:12 18:35
あきののゆ 9:46 14:18 18:41

■大宇陀南部線（大宇陀地域内一部循環）　

４/１～
一部変更

４ 便（往路） 時刻
子育て支援センター 発 15:35
大澤 野村興産前 15:37
見田 鴻池宅前 15:39
平井 平田宅前 15:40

||

別所橋 15:44
岩﨑橋 15:44
菟田野保育所 15:45
古市場 みくまり大橋 15:47

||

辻村病院駐車場前 15:50
アグリマート前 15:51
松井橋 15:52
東郷 堀内宅前 15:52

||

下芳野 入谷口 15:53
||

上芳野 ほうじ谷橋 15:57
||

岩端 染田宅前　着 16:03

４ 便（復路） 時刻
岩端 染田宅前　発 16:04

||

上芳野 久保田宅前 16:07
||

下芳野 梅田銘木店前 16:11
||

東郷 勝林寺前 16:14
||

松井橋 16:15
アグリマート前 16:16
辻村病院駐車場前 16:20
子育て支援センター前 16:21
アグリマート前 16:22
松井橋 16:23
駒帰 旧菟田野分校前 16:24
宇賀志 西峯宅前 16:25

||

宇賀志 的田宅前 16:29
||

宇賀志 西峯宅前 16:33
駒帰 旧菟田野分校前 16:35
松井橋 16:35
アグリマート前 16:36
子育て支援センター前 着 16:37

５ 便 時刻
子育て支援センター 発 16:38
辻村病院駐車場前 16:39

古市場
地蔵の辻 16:40
みくまり大橋 16:41

岩﨑
岩﨑東口バス停 16:42
岩﨑バス停 16:43

大宇陀

才が辻バス停 16:44
岩清水バス停 16:45
道の駅 16:49
大宇陀高校前 16:53
道の駅 16:56
岩清水バス停 17:00
才が辻バス停 17:01

岩﨑
岩﨑バス停 17:02
岩﨑東口バス停 17:03

古市場
みくまり大橋 17:04
地蔵の辻 17:05

辻村病院駐車場前 17:06
アグリマート前 17:07
松井橋 17:08
菟田野バス停 17:09

■らくらくバス（菟田野～大宇陀間）　榛原発の菟田野行きバス（奈良交通）が 15:48 に松井西
に到着しますので、15:50 の辻村病院駐車場前発のらく
らくバスに乗車できるようになります。

問 企画課（☎ 82・1362/IP ☎ 88・9074）

大宇陀南部線
らくらくバス

問 宇陀市社会福祉協議会（☎ 84・4116/IP ☎ 88・9202）

４便の時刻が
５分遅く
なります！
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問 水道局総務課
　（☎ 82・2185/IP ☎ 88・9067）

　2月 20 日、水道局では災害や断水を伴う事故
が発生した場合にも安全安心な水を届けるために
給水車を導入しました。
　これまでは、車載式タンクを積んだトラックに
よる給水対応のため、活動範囲が限られていまし
たが、新しい給水車には 1,600ℓの水を積込むこ
とができます。
　また、搭載した加圧ポンプにより約 30ｍの高
所（建物５階程度）への送水も可能になります。
　従来の車載式タンクに加え、給水をはじめ緊急
時に防災拠点となる医療施設や避難施設等の高所
にある受水槽への飲料水補給、様々な状況での柔
軟な対応が可能となり、応急給水能力が拡大しま
した。

宇陀市水道局
 給水車を導入

▲「災害発生直後に 1 日１人当たりに必要な水の量は
３ℓ」といわれ、約 530 人分の水を一度に運ぶこ
とができます

市
民
み
ん
な
で
よ
り
具
体
的
に
考
え
る 

宇
陀
市
の
未
来

総
合
計
画
策
定

 

宇
陀
市
み
ら
い
会
議
開
催
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、

「
宇
陀
市
を
持
続
可
能
な

ま
ち
に
し
た
い
」
と
い
う
、

意
欲
熱
意
の
あ
る
人
を
募
集

【
日
時
】
４
月
26
日
（
木
）

　

午
後
７
時
～
（
２
時
間
程
度
）

【
場
所
】
市
役
所
会
議
室

【
対
象
】
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

【
内
容
】

　

①
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り

　

②
テ
ー
マ
毎
の
話
し
合
い

　

③
全
員
の
話
し
合
い　
　

　

を
行
い
、宇
陀
市
が
目
指
す
べ
き
、

望
ま
し
い
将
来
の
姿
を
描
く
の
に

必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
参
加
者
皆

さ
ん
で
お
考
え
い
た
だ
き
、
共
有

し
、
確
認
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
】
４
月
20
日
（
金
）
ま

で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
問
へ

問
企
画
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
／

Ｆ
Ａ
Ｘ 

82
・
３
９
０
０
）

メ
ー
ル
：kikaku@

city.uda.lg.jp

　

当
施
設
は
昨
年
９
月
よ
り
空
調
等

の
電
気
設
備
の
更
新
や
屋
上
・
外
壁

の
防
水
補
修
に
よ
る
施
設
の
長
寿
命

化
の
た
め
改
修
工
事
を
行
い
、
そ
の

間
、
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
は
半
年
間

の
休
館
に
入
り
、
中
央
図
書
館
は
奈

良
カ
エ
デ
の
郷
ひ
ら
ら
に
一
時
移
転

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
工
事
終
了
に
伴
い
予
定

ど
お
り
４
月
１
日
（
日
）
よ
り
業
務

を
再
開
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
多
大
な
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
今
ま
で
以
上
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

4/1

■
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー（
貸
館
業
務
）

　
中
央
公
民
館
榛
原
分
館

【
貸
館
時
間
】
午
前
９
時
00
分
～

　

午
後
10
時

【
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
・
祝
日

問
☎
82
・
０
３
７
４

■
中
央
図
書
館

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～

　

午
後
５
時

【
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
・
祝
日

問
☎
82
・
４
７
４
９
／
IP
☎
88
・
９
１
１
０

大
規
模
改
修
工
事
完
了

 

榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
・
中
央
図
書
館

 

　
　
　
　
　
　
再
オ
ー
プ
ン
！
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市
長
日
記

▼
春
爛
漫
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

高
原
の
文
化
都
市 

春
の
風
薫
る
宇

陀
市
が
、
一
段
と
輝
い
て
い
ま
す
。

▼
4
月
の
任
期
満
了
を
迎
え
、
こ
の

市
長
日
記
も
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
2
期
8
年
間
に
わ
た
り
、

宇
陀
市
を
良
く
し
た
い
熱
い
想
い
の

中
で
、
職
を
全
う
で
き
ま
す
こ
と
に

感
激
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、

こ
れ
ま
で
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
こ
れ
ま
で
こ
の
日
記
で
は
、
月
々

の
公
務
の
一
部
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
時
々
の
私
の
考
え
や
想
い

を
記
す
こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
少
し
で

も
国
政
に
お
け
る
地
方
自
治
の
現
状

や
宇
陀
市
の
お
か
れ
た
状
況
な
ど
を

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
連
載
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
日
記
で
皆
さ
ん
と

何
か
一
つ
で
も
意
識
を
共
有
で
き
た

こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

▼
宇
陀
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
が
自

分
が
務
め
る
最
後
の
レ
ー
ス
ス
タ
ー

タ
ー
だ
と
思
う
と
寂
し
い
感
じ
が
し

ま
し
た
。
大
会
会
場
で
は
、
選
手
、

ス
タ
ッ
フ
、
応
援
者
な
ど
皆
さ
ん

の
元
気
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
市
内
外
問
わ
ず
多
く
の
方
々
が

ご
参
加
く
だ
さ
り
、
レ
ー
ス
だ
け
で

な
く
宇
陀
市
の
景
色
や
物
産
、
温
泉

を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
、
ま
た
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
目
指
す
姿
で
す
。

▼
現
在
、
市
で
は
主
要
施
策
で
あ
る

ウ
ェ
ネ
ス
シ
テ
ィ
構
想
を
は
じ
め
、

宿
泊
事
業
者
誘
致
・
公
園
整
備
事
業
、

還
暦
野
球
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

事
業
が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と

に
安
堵
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
民
の
健
康
維
持
を
は
じ
め
、
市

の
観
光
・
産
業
の
振
興
、
雇
用
の
増

進
、
市
民
の
福
利
厚
生
へ
の
寄
与
な

ど
様
々
な
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
事
業

が
連
動
し
て
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要
不
可
欠

な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

▼
社
会
経
済
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
本
市
に

あ
っ
て
は
、
少
子
高
齢
、
人
口
減
少
、

地
域
経
済
の
衰
退
な
ど
困
難
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
改
革
改
善

を
先
取
り
し
て
、
積
極
的
な
行
政
運

営
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
宇
陀
市
に
は
明
る
い
風
が
吹
き
始

め
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

心
も
体
も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
私
自
身
は
こ
れ
か
ら
は
、
一
市

民
と
し
て
、
自
宅
で
農
業
し
た
り
、

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
し
た

い
こ
と
に
取
り
組
む
と
と
も
に
宇
陀

市
の
応
援
団
で
あ
り
た
い
、
ま
た
元

気
で
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
宇
陀
市
を

体
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
日
記
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
読
ん
で
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最後となる3月議会で、
これまでの想いを述べ
させていただきました

　
最
終
回
を
迎
え
て

観
光
・
雇
用
・
経
済
・
災
害
対
策
等
、
様
々
な
面
で
市
に
貢
献

 
地
域
社
会
貢
献
者
と
し
て

　
　
市
内
ゴ
ル
フ
場
事
業
者
へ
感
謝
状
を
贈
呈
！

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

　

2
月
26
日
、
市
役
所
に
お
い
て
市
内
ゴ
ル

フ
場
事
業
者
（
阿
騎
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
・
宇

陀
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
ム
ロ
ウ
36
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
）
に
対
し
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
の

活
性
化
や
市
政
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
市
か
ら
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

昨
今
、
国
に
お
い
て
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
廃

止
検
討
の
議
論
が
あ
る
中
、
ゴ
ル
フ
場
利
用

者
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
利
用
税
は
、
年
間

６
２
０
０
万
円
を
超
え
、
市
に
と
っ
て
非
常

に
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
ゴ
ル
フ
場
事
業
者
に
お
か
れ

て
は
、
多
年
に
わ
た
り
、
地
域
で
の
雇
用
促

進
や
市
内
外
か
ら
の
誘
客
に
よ
る
経
済
循
環

の
向
上
、
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

振
興
や
生
涯
教
育
の
面
で
も
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
ほ
か
、
平
成
28
年
6
月
に
は
災
害
発

生
時
に
お
け
る
避
難
所
等
と
し
て
の
施
設
利

用
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
市
政

推
進
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
宇
陀
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
ゴ
ル
フ
場
は
非
常
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

も
宇
陀
市
ま
た
ゴ
ル
フ
業
界
の
発
展
に
向
け

相
互
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

各ゴルフ場の年間利用者は 39,000 ～ 56,000 人。
利用者の半数以上が市外からの方で、市への誘客のほか、
市内での経済消費に寄与されています。
また、各事業所の従業員やスタッフにおいても計 100 人
以上の市民また市出身者の雇用が創出されています。



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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野
球
部
で
2
年
生
、
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
レ
フ
ト
。
足
の
速
さ
を

生
か
し
た
走
塁
や
守
備
が
長
所
か
な

と
思
い
ま
す
。
こ
の
春
、
選
手
と
し

て
セ
ン
バ
ツ
に
出
場
し
ま
す
。

野
球
を
始
め
た
の
は
小
学
校
1

年
の
時
、
兄
の
影
響
で
。
小

さ
い
時
か
ら
智
辯
学
園
と
甲
子
園
は

夢
で
し
た
。
で
も
こ
こ
へ
来
て
、
他

の
選
手
の
体
力
や
意
識
の
高
さ
に
は

本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の

チ
ー
ム
で
は
何
事
も
「
全
員
で
！
」

と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
き
つ
い

練
習
も
勝
っ
た
喜
び
も
み
ん
な
で
共

有
し
あ
う
ん
で
す
。
み
ん
な
仲
が
良

い
、
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
で
す
。

今
、
寮
生
活
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、
授
業
・
練
習
・
食
事
・

洗
濯
・
自
主
練
習
と
毎
日
夜
遅
く
ま

で
野
球
漬
け
の
日
々
で
す
。
で
も
野

球
も
チ
ー
ム
も
大
好
き
で
す
。ま
た
、

授
業
で
は
英
語
が
楽
し
く
て
熱
中
し

て
い
ま
す
。
練
習
が
忙
し
い
中
で
す

が
先
生
に
余
分
に
課
題
を
出
し
て
も

ら
っ
て
、
自
分
の
力
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
自
分
の
語

学
力
を
海
外
旅
行
な
ど
で
試
せ
れ
ば

な
あ
、
と
い
う
の
が
目
標
の
一
つ
。

将
来
も
野
球
は
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学

で
も
プ
レ
イ
し
た
い
で
す
し
、
そ
の

た
め
に
も
今
が
ん
ば
っ
て
結
果
を
残

し
て
い
き
た
い
し
、
後
々
い
ろ
ん
な

選
択
肢
が
選
べ
る
よ
う
に
勉
強
も
そ

の
一
つ
と
し
て
し
て
努
め
て
い
き
た

い
で
す
。

こ
れ
ま
で
周
り
の
方
に
は
、
見

え
な
い
所
で
サ
ポ
ー
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
僕
が
甲
子
園
と

い
う
舞
台
で
見
え
る
形
で
恩
を
返
し

て
い
き
た
い
で
す
。

宇
陀
市
に
は
僕
と
同
じ
よ
う
に

野
球
少
年
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
に
は
、
ま
ず

目
標
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

進
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
目
標
を
持
つ

こ
と
で
、
達
成
す
る
に
は
何
が
必
要

か
？
何
を
す
る
べ
き
か
？
を
考
え
た

り
、
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

不
惜
身
命
（
ふ
し
ゃ
く
し
ん
み
ょ
う
）

　
　
　
～
自
分
に
厳
し
く
、
や
り
き
る
！
～

　
　
　
　
　
智
辯
学
園
野
球
部　
　
南
峠
友
祐　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
宇
陀
大
熊
）

▼
現
在
、
市
で
は
主
要
施
策
で
あ
る

ウ
ェ
ネ
ス
シ
テ
ィ
構
想
を
は
じ
め
、

宿
泊
事
業
者
誘
致
・
公
園
整
備
事
業
、

還
暦
野
球
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

事
業
が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と

に
安
堵
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
民
の
健
康
維
持
を
は
じ
め
、
市

の
観
光
・
産
業
の
振
興
、
雇
用
の
増

進
、
市
民
の
福
利
厚
生
へ
の
寄
与
な

ど
様
々
な
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
事
業

が
連
動
し
て
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要
不
可
欠

な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

▼
社
会
経
済
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
本
市
に

あ
っ
て
は
、
少
子
高
齢
、
人
口
減
少
、

地
域
経
済
の
衰
退
な
ど
困
難
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
改
革
改
善

を
先
取
り
し
て
、
積
極
的
な
行
政
運

営
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
宇
陀
市
に
は
明
る
い
風
が
吹
き
始

め
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

心
も
体
も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
私
自
身
は
こ
れ
か
ら
は
、
一
市

民
と
し
て
、
自
宅
で
農
業
し
た
り
、

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
し
た

い
こ
と
に
取
り
組
む
と
と
も
に
宇
陀

市
の
応
援
団
で
あ
り
た
い
、
ま
た
元

気
で
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
宇
陀
市
を

体
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
日
記
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
読
ん
で
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

試合ではプレイで勝てる
雰囲気を作っていきたい

宇陀市　魅力ある仕事づくり

～
こ
れ
か
ら
　
私
た
ち
は
何
を
食
べ
、
ど
ん
な
未
来
を
つ
く
る
の
か
～

 
ネ
ク
ス
ト 

コ
モ
ン
ズ 

ラ
ボ
奥
大
和

       
　 

活
動
開
始
か
ら
1
年
を
迎
え
ま
す
！

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

　

Ｎ
Ｃ
Ｌ
奥
大
和
は
昨
年
4
月
よ
り
、

旧
伊
那
佐
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
食
」「
農
」を
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら「
な

り
わ
い
」創
り
を
目
指
す
方
を
誘
致
し
、

宇
陀
の
地
で
未
来
に
繋
が
る
仕
事
・
人
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

　

宇
陀
の
地
を
知
り
、
都
会
に
い
て
は

見
え
な
い
魅
力
を
発
見
し
、
仲
間
を
増

や
し
た
1
年
目
。
2
年
目
か
ら
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
も
っ
と
一
緒
に
楽
し
い

こ
と
を
起
こ
し
て
い
く
事
を
目
標
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
！

　

 N
ext

　C
om

m
ons

　L
ab

▲プロジェクトのスタートとなった
　奈良県・ロート製薬・宇陀市による
　「大和高原の魅力ある仕事づくり連

携協定締結式」（H28.12.6）

▲プロジェクトの拠点となる旧伊那佐文化
センターでは、ロート製薬社員が中心と
なって事務局を運営し、隊員の起業に向
けてサポートしています。

◀ＮＣＬ公式 Facebook

問ネクストコモンズラボ奥大和事務局
　（旧伊那佐文化センター内）

　

1
年
目
は
、
4
人
の
仕
事
づ
く
り

推
進
隊
が
移
住
し
、「
農
家
民
宿
・

養
蜂
・
ビ
ー
ル
・
馬
」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
動
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
市
内
を
中
心
に
精
力
的
に
活
動
す

る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
と
し
て
は
月

１
回
、
関
係
者
が
一
堂
に
集
う
オ
ー

プ
ン
ラ
ボ
を
開
催
し
、
事
業
の
進
捗

状
況
の
報
告
や
今
後
の
活
動
展
開
に

つ
い
て
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

と
も
に
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
近
況
報
告
・
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
随
時
情
報

発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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